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介護家族支援レスパイト事業実施要綱
平成１８年１月１６日制定
（目　的）
第１条　この要綱は、登米市介護家族支援レスパイト事業実施要綱（以下「要綱」という。）に基づき、登米市より社会福祉法人登米市社会福祉協議会（以下「本会」という。）に委託され、在宅の要援護高齢者等（以下「対象者」という。）の家族介護者（以下「養護者」という。）が緊急の事由等により介護ができなくなった場合、養護者に代わって対象者を一時的に介護することにより、これらの対象者及び養護者の福祉の向上及び介護負担の軽減を図ることを目的とする。
（事業の内容）

第２条　登米市介護家族支援レスパイト事業（以下「レスパイト事業」という。）は、デイサービスセンター、認知症高齢者グループホーム等を活用して、宿泊を含む介護サービスを提供する。

（利用対象者）

第３条　レスパイト事業の対象者は、養護者が疾病、事故等緊急の事由により、既存の福祉サービスを利用することができない者で、登米市よりレスパイト事業利用決定された者とする。

（サービスの実施）

第４条　本会会長は、登米市長より介護家族支援レスパイト事業利用依頼書を受理した場合は、速やかに利用内容を検討し、サービスを提供するものとする。

（利用料の徴収）

第５条　利用料は、登米市が定めた額を養護者が負担するものとし、その徴収は本会会長が行うものとする。

２　前項の他、利用に応じて次の料金を徴収する。

（１）食材料費　　　３５０円／食

（２）寝具類貸出料　　５０円／日

（３）その他、日常生活において通常必要となる費用で、対象者が負担することが適当と認められる費用　実費

３　利用料の支払いは、月ごとに発行する請求書に基づき、金融機関口座振込によって指定期日までに受けるものとする。

（利用の変更）

第６条　本会は、利用期間中の対象者の容体変化又は対象者が原因でレスパイト事業の運営上支障をきたした場合、速やかに登米市長に報告し協議するものとする。

（事故の補償）

第７条　レスパイト事業のサービス提供中に事故が発生した場合は、本会会長が加入する保険で補償するものとする。

（その他）

第８条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は登米市長と本会会長が協議の上別に定める。

附　則

この要綱は、平成１８年１月１６日から施行し、平成１７年４月１日から適用する。
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